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1.序論

「日本人は無宗教である」。このような認識をも
つている人は、決して少なくないだろう。

むしろ、多くの人が「日本人は無宗教である」と認識
しているのではないだろうか。無宗

教とは、信仰する宗教をもつてないということである。

しかし、宗教統計調査 (文化庁 2007)に よると、宗教団体および宗教法人
における信

者総数は 208,845,429人である。
1これは、2005年時点の日本の総人口 127,767,994人 (国

勢調査 2005)の 2倍に迫る数字である。宗教統計調査は、宗教団体お
よび宗教法人の文

化庁への自発的な報告という方法で行われているので、日本
の総人口よりも信者数が多い

という統計データが生まれている。神社神道系は地域住民を氏子 (つ
まり信者)と して数

える場合があり、仏教系では檀家を全て信者として数えて
いるので、統計上の信者数と実

際に信仰をもつている人数と重ならない部分がかなりある。また、団体
によつて信者とい

う立場の捉え方も異なる場合もあれば、信仰に対する認識も個人に
よつて多種多様である。

そのため、社会の中で「何らかの宗教を信じている人」の人数を把握する
ことは極めて困

難である。

一方で、宗教は社会に対して強い影響力をもつていることも事実である。
歴史的にも、

宗教団体は医療 0福祉・教育という分野において、それぞれの宗教的な信仰
を土台とした

革新的な働きによつて、社会を改革するきつかけになつてきた。そ
の反面、政治や社会状

況との関わりの中で、ときに宗教は戦争や差別などの暴力に加担し
ている現実も存在して

いる。国家による政治的な戦略に、宗教の教義
0信仰・思想が利用され、各宗教団体が本

来めざしている実践からかけ離れた行動となって現われるという
ことを、私たちの社会は

経験してきた。このように、宗教と社会は密接不可分な関係にある
という認識に立脚した

うえで、次章からは筆者もかかわりが深いキリス ト教団体である宗教法
人日本聖公会 (以

下、日本聖公会)の青年活動と社会との相互関係について考察を深めていく。
2筆者が教

会内で行われている活動の中から青年活動に焦点を当てた理由は、先行研究
が乏しかつた

ことと、近年減少傾向にある青年信徒と教会の関係を考えていくうえで、本研究
が有益な

材料となり得るという思いからである。

日本聖公会では、各教区、各教会、ときには全国規模で多方面にわたる青年
活動が行わ

れている。筆者自身、日本聖公会で青年活動にかかわつており、活動
の内容が教区によつ

て異なっていることに気づかされる経験をしてきた。本論文では、教区
によつて青年活動



の内容が異なる要因を、社会学的な視点から問
いかける。私たちは、特定の宗教に対する

信仰を土台としている集団が行う諸活動は、
その信仰や宗教的な思想の実践が個人や集団

の動機となって行われていると考えがちである。
もちろん、信仰の実践に対する思いが活

動の動機の一部分を担つている場合は多いに考
えられる。しかし、果たしてその信仰に基

づく動機のみに依拠しているといえるだろうか。宗教団体
内での活動に対する個人、集団

の動機を宗教に対する信仰のみに求めるという
ことは、宗教団体や宗教法人が社会的な存

在であるという事実を見逃すことになる。個人は社会
的なるものであり、常に他者との相

互作用を行つているし、集団は取り巻く環境と
の相互作用を絶え間なく続けている。この

原則は、どのような集団にも当てはまるわけであり、宗教
的な集団も例外ではない。しか

しながら、我々は宗教という枠組みからでしか宗教的な集団を捉
えようとはしていない。

本論文では、青年たちがキリス ト教団体という組織
のもとで取り組んできた活動のひとつ

ひとつが社会的行為であることを見つめ直したい。

まずは次章で日本聖公会という組織と、構成する教区
の姿を紹介したうえで、3章以降

は、各教区における青年活動の内容について、
パーソンズが理論として体系化した (道具

的行為)と (表出的行為)(Parsons&Shils 1951)と いう社会的行為
の枠組みを用いて、

日本聖公会における各教区の青年活動の実相に迫る。

2.日本聖公会

2-1 沿革と組織

まず、本研究の調査対象として選んだ宗教法人日本聖公会 (以下、
日本聖公会)につい

て、その沿革と現在の組織形態について説明する必要があるだろう。

聖公会 (Anglican Communion)と は、16世紀に成立したイングラ
ンド国教会から生ま

れたキリス ト教会である。その後のアングロ・サクソン民族
の興隆とともに、米国、カナ

ダ、豪州、インド、南米、アフリカ、中国、その他の国
々に広がり、2009年時点では 44

の管区 (管轄地域)に よつて構成され、160ヶ 国を超える国で約 8000万人
の信徒を抱え

ている。3(Anglican Communion Offlcial Website)ロ ー
マ教皇の教権と統治に逆らつた

点ではプロテスタントであるが、教義はカ トリックと共通した点
が多く、カ トリックとカ

プロテスタントの中間的立場をとつている。＼

日本においては、1968年の米国聖公会宣教委員会による宣教師
の派遣をはじめに、1873



年には英国聖公会福音宣布協会からは
2人、以後カナダ聖公会からも宣教師が派遣され

る

こととなり、1887年に聖職と信徒によつて第 1回総会
が開かれ、日本聖公会が組織され

ることとなつた。 (キ リス ト教年鑑 2009)現在は、全国
11教区から成り、日本管区とし

て Anglican Communionの うちの一管区としての役害1を担
つている。全国に、312の教

会 0伝道所があり、272人の教師と 54,878人 の信徒
が所属している。

4(キ リス ト教年鑑

2009)

概括的ではあるが、以上が日本聖公会の組織形態
と位置づけである。次の項では、日本

聖公会を構成する 11教区の地理的な構成や教会数、信徒人口、教師
の人数などの分布に

目をむけていく。

2-2 教区

(1) 管轄する地域

各教区には、それぞれ最高責任者のような役害Jと 権限をも
つている主教がひとりずつ配

されており、最も中心的な役害Jを果たす主教座聖堂がある。日本
聖公会を構成する 11教

区と主教座聖堂の所在地は表 1の とおりである。教区の区画は、都
道府県をひとつのまと

まりとしてその集合体で構成されているが、大阪府の
一部を含む京都教区、兵庫県の一部

を含む大阪教区のような例外ケースも見られる。各教区
とも、地域内で産業的にもつとも

発展している都市部に主教座聖堂が配置されている
のは、交通アクセスのよさや、人口の

集中という点から理解できる。

表111教区
教区

北海達

東北

含まれる都道府県

~      
王引

L 区

福島県

L幌キリス ト教金

仙台基督教会    仙台市青葉区

北関東

東京

横浜

中部

市京都 聖
~/ン
ブ レ王 裂 肥 壁 里    冴切望壁

神奈り|1県、千葉県、静岡県、

山梨県
横浜聖アンデレ教会  横浜市神奈川区

1  石苦雇璽マタ7教会  名古屋市昭和区

京都

大阪

ξ奈腺
和歌山県、大阪府 (一部)___

聖アグネス教会    京都市上京区

川口基督教会     人阪■型

神 戸

兵庫県、岡山県、広島県、鳥取県、

島根県、山口県、愛媛県、徳島県、

高知県、香川県

神戸聖ミカエル教会   神戸市中央区

九州
石両東丁彊賓票T長崎県、宮崎県、
鹿児島県、大分県

沖縄県

福岡聖パウロ教会   福岡市中央区

縄



10県にまたがつて管轄されている神戸教区から、地理的
要因や人目的要因によつて 1

都道県によつて成立している北海道教区、
東京教区、沖縄教区までが存立して

いる。この

事実は、教区を運営するうえでの社会的な状況
が教区によつて多様であることを示し

てい

る。教区ごとの広さを視覚的に表現したも
のが図 1であるが、教区ごとで管轄する地域

の

面積に広狭かなりの幅があることがわかる。

教区の面積の広狭は、教区活動にどのような影響
を及ぼすだろうか。教区全体としての

活動を考えた場合、面積が広いことによる不利益と
して一つ目にあげられるのは、

「集まり

にくさ」である。筆者は、日本聖公会の信徒であり、大阪教
区に所属しているのだが、

「大

阪教区は集まりたい時にすぐに集まることができて
いいね」という言葉を京都教区に所属

する青年たちから何度も言われた経験がある。主教が教区
を運営するうえでは、どのよう

な影響が考えられるだろうか。教区がいくつもの県をま
たがり、各教会がそれぞれ離れた

場所にあるということは、教区の中心である都市部から遠
く地理的に末端に位置している

教会には中央からの権限は弱まる。そのために、主教は教区
をある一貫した方向性をもつ

て運営していこうとすれば、統制をとることに苦心する。

では、教区が広いことによつて得ることができる利益はなに
か。中央からの統制が強く

効きにくいということは、教会運営や活動は、各教会に勤務す
る教師をはじめとする信徒

の自治運営に委ねられる部分が増加する。この自治運営によ
つては、同じ教区内の他教会

にはみられないような独自の活動が展開される可能性が生まれ
る。さらに、独自の活動は

教会と信徒自身のエンパワメントの強化につながり、教会
の発展にもつながる。

面積の小さい教区に関しては、以上で述
べたこととは逆の影響を享受することとなる。

教区として統制のとれた運営がおこなわれているが、各教会
に個性がなく、運営は教区の

中央に委任してしまうかもしれない。反面、物理的な近さ
は教会どうしでの綿密な連携を

生みやすい環境ともいえる。教区の活動内容と、教区に与えられ
た地理的環境は相互に関

係しあつており、教区の特色や雰囲気を形成する過程で、見逃す
ことのできない構成要素

のひとつである。



図 1 11教区の地理的分布 (筆者作成)

(2) 信徒、教会、教師

次に、各教区の信徒、教会、教師の数に注目して、特徴
を探ってゆく。信徒は、各教会、

教区の活動の主な実施主体であり、活動するため
の資金を献金という形で集めている。教

会においては、もつとも中心的な構成要素といえる。教会、
教区の運営は主に信徒の献金

によつてなされているため、信徒の人数は教区の財政に直接的
な影響を及ぼす。教会と教

師は、教区内の各教会の運営方法を左右する要素である。
日本聖公会の全教会は、日曜日

の午前に礼拝をするため、ひとつの教会
0伝道所には原則として最低で 1人の司祭が勤務

していなければならない。5そのため、教区の運営は教会数と教師
の人数という基本的条

件のうえに成り立っている。その条件によつては、可能
な活動と制限される活動が生まれ

てくる。いわば信徒、教会、教師は教区内の青年活動を実施
していくうえでの基本的な資



源ともいえる。以下、図 2、

にしたものである。なお、

人数でグラフを作成した。

3、 はそれぞれ各教区の信徒数、教会数、教師
の人数をグラフ

教師の人数については司祭と、司祭職
の前段階でもある執事の

6
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図 3 教区ごとの教会数と司祭 0執事の人数

(「キリス ト教年鑑 2009」 より筆者作成)

まず、教区の信徒数を比較した図 2か らは、最小の沖縄教区 (1,413人)か ら最多
の東

京教区 (14,605人 )まで、教区によつてかなりの差があることが分かる。

教会数はどうだろうか。信徒数が多い教区には多く
の教会が建てられているというわけ
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ではないようだ。京都教区は、信徒数規模がほ
ぼ同じ大阪教区に比

べて 16教会多く存在

し、その数字は全 11教区で最も多い。この理由の
一つは、教区の管轄地域が広範囲に及

ぶからと考えられるが、それだけです
べての説明がつくわけではない。一方で、同様

に管

轄地域が広い東北、中部、神戸教区は京者5教
区ほど教会の数が多くない。東京、横浜教区

が信徒数と同じように京都を除く他教区よりも多
くの教会があるということは、信徒から

の教会に対するニーズが他教区よりも大き
いことからも納得がいく。また、一定の信徒数

がいなければ献金収入がないために教会の運営は困難
になる。京都教区のみが、その他の

教区に見られる、地域面積が広い教区もしくは信徒数
が多い教区は教会の数が多いという

法則があてはまらない。おそらく、聖公会が日本に宣教
される段階での時代的背景や、日

本聖公会が今日のような組織として成立して
いく歴史的な過程も大きな影響を及ばしてい

ると推察されるが、その検証は本論文では扱わない
ので他の聖公会歴史研究に委ねること

とする。

信徒の人数と教会数から、11教区の大まかな規模は
つかめたので、次に教区に属する各

教会に焦点を当てる。図 4、 5は、それぞれ 1教会あたり
の信徒と司祭 e執事の人数を表

している。

1教会あたりの信徒数

400

350

300

人
250

数
⌒ 200

人

150

東北 北関東 東京  横浜  中部  京都  大阪  神戸  九州

図 4 1教会あたりの信徒数

(「キリス ト教年鑑 2009」 より筆者作成)

沖縄 日本聖公会



1教会あたりの司祭または執事の人数
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図 5 1教会あたりの司祭または執事の人数

(「キリスト教年鑑 2009」 より筆者作成)

沖縄 日本聖公会
全体

信徒数が多い教会の礼拝は、それだけ多くの信徒が集
まるので、日曜日は賑やかな教会

になる。教会の中で独自に青年会が結成されたり、信徒が教会
でグループをつくつてボラ

ンテイア活動をするなど、様々な活動が展開されている場合も多
い。信徒数は、教会の全

体的な規模の大きさを示す指標になる。とりわけ、財政的
な規模は信徒数によつて大きな

影響を受ける。先にも記述したように、教会の収入
の多くは信徒の献金から成っており、

その収入で教会と、教会をまとめている教区を運営して
いる。教師の給与も、この内から

充てられる。

図 4は、各教区の信徒数を教会数で害1った数字を比較したグラ
フである。このグラフか

らは、数字そのままというわけにはいかないが、各教区
の財政状況がうかがえる。ここで、

教区の財政状況を把握しておく理由は、3章で詳述するように各教区
では様々な青年活動

が行われており、その中にはキヤンプや遠方での宿泊をともなう
研修、機関紙の発行など、

財政面も含む教区からの支援がなければ実施する
ことができない活動も含まれ、青年活動

に対する教区の関わり方と財政状況に何らかの関係性がある
と推察できるからである。グ

ラフが示すとおり、各教区の教会の規模にもばらつきが見られ、
11教区を 3つのグループ

に分けることができる。第 1グループは、日本聖公会全体で
の平均値 175。 9を超える東京、

横浜、大阪。第 2グループは、130から 175。 9までの北関東、中部、
京者5、 神戸。第 3グ

ループは、130以下の北海道、東北、九州、沖縄である。 (表 2)



よる のグループ主 91繊 全 信 絆 平 均 人数 に 3つ

175.9人～130人 ヨE蘭東:市蔀:神戸l京都

130人以下
キ ! ス トみ出日監ZUUV」 より革 殉 η

′
F

図 5は 1教会あたりの司祭または執事の平均人数であるが、日本
聖公会全体で 0。 73人

とぃうことから、全体的に聖職者が不足している
ことがわかる。唯一、東京教区だけが 1

教会あたり1人 という状態を保つている。司祭の多くは、
日本聖公会の信徒から日本聖公

会が運営する神学校・神学院に進学することを踏ま
えれば、1教会あたりの信徒数が図抜

けて多い東京教区では多くの司祭が生まれるのは不思議
なことではない。7注 目すべきは、

0.6人 を下回る北海道、東北、北関東といつた北部に位置する教区
である。イギリス、ア

メリカ、カナダの各聖公会の日本における初期の伝道が西
日本を中心に展開されたという

歴史との関係の深さについても推測されるところである。
81教会に 1人の司祭が常勤で

勤務していないという状況は、複数の教会を掛け持ち
している司祭がいるということであ

る。教会や教区の信徒数や、教会外での勤務も考慮しなけ
ればならないが、この教区にお

ける司祭の不足度は、司祭の忙しさの度合いを表すひと
つの要素になることは疑いのない

ところである。

本章では、日本聖公会の組織像と、11教区の状況に
ついて述べてきた。次章で記述する、

各教区での様々な青年活動はその状況が土台とな
つて行われているわけである。ただし、

青年活動の前提として存在しているという意味
のみでなく、長きに渡る青年活動によつて

教区の状況が変化してきたということも事実である。青年
の活動と、教区全体の活動や取

り巻く環境、教区をまとめる日本聖公会の活動や状況は
互いに作用しあいながら、変化し

続けているのである。さらに、次章で紹介する青年活動
の内容は、1992年 10月 から2009

年 5月 までに掲載された記事をもと作成した情報であるた
め、青年活動と教区という環境

の間にある時間軸のうえに存在する相互作用を猶
の事意識しなければならない。

各教区の青年活動

本章では、11教区で行われている青年活動について日本聖公会
が運営する日本聖公会全

国青年ネットワーク事務局 (愛知県名古屋市)が発行する機関紙『 日本聖
公会全国青年ネ

ットワークニユース』の創刊準備号 (1992)か ら第 32号 (2009)に 掲載
された記事から、



活動内容の分類を行
い、比較することで各

教区の特徴を詳述す
る。

3‐1 日本聖公会全国青年ネットワ
~ク ニユ~ス

『 日本聖公会全国青
年ネットワ

~ク ニユ~ス』(以下、ネットワ
~ク ニユ~ス )は、1994

年 2月 に創刊された日本
聖公会の機関紙であり、

日本聖公会の全教会、信徒
に対して青年

活動に関する情報を提供
している。9第 1号の冒頭記事

にはこのような言葉が記
されてい

る。

お待たせしました。こ
こにネットワ

~ク ニユ~ス を創刊いたします。あの熱
い青年

大会から 1年 6ヶ月。天城山荘
に集まつた者同士の絆を

なんとか大切にしたいo〔中

略〕もつともつとお互
いの絆を深めるために、そ

して活発なネットワ
~ク にするため

にこのネットワーク
ニユ~スを伝言板のように使ってくださ

い。みなさんの声がネッ

トヮークの記事です。 (事務局)

「熱い青年大会」とは、1992年
8月 28日 から31日 に伊豆

・天城山荘で開かれた
「第

1回全国青年大会」のことである。日本聖
公会の全国の青年が一同に介

し、学習と交流の

プログラムを行うといつた内容
で、第 1回以降、4年に 1度開催

されている。ネットワー

クニュースはヽこの第 1回大会の実行委員
会の働きにより創刊される

こととなつた。縮J

刊準備号 1992)創刊当初は、発行元
である日本聖公会全国青年ネッ

トワーク事務局は京

都教区内の教会に置かれ
ていたが、第 8号 (1997。 6)以降から、中

部教区が運営する名古

屋学生青年センターに場所を移
した。それまでは、青年がボラ

ンタリーで編集していたが、

その作業を名古屋学生青年
センターの職員が担当するように

なつたため、年に 2、 3回不

定期に発行されていた状況が、
事務局の移動以降、5月 と

11月 の年 2回に安定して発行さ

れるようになつた。

ネットワークニユ
~スが果たす役割は、全国の教区で実施さ

れている青年に関する情報

の交換である。事務局は、全教
区から記事を集めて、それら

をひとつの新間にまとめる。

記事は、青年活動の内容報告
や、他教区に対する呼びかけ

が主な内容となつている。分量

は、号により多少のばら
つきはあるが、概ね 5、 6ページである。

各教区には、青年担当

司祭が配置されており、事務局
は担当司祭と連絡を取り合

い、情報を収集している。ネッ

トワークニユ
~ス には、全教区の青年活動内容のみが並列

して掲載されているので、11教
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区を比較するうえ
で、有効な資料と

いえる。本調査は、
このネットワ

~ク ニユ~ス の記事

をもとに内容分析を行
つた。

図 4 全国青年ネットワーク
ニユ~ス第 31号 (2008,11)

3‐2 活動内容の分類

ネットワークニユ
~ス の記事に書かれてある内容を分類

した結果、「交流会」
「信仰のつ

どぃ」「学習会」
「キヤンプ」「娯楽」

「平和学習」「ボランテイ
ア活動」「他教区合同プ

ログ

ラム」「広報誌・青年委員会
0青年プロジエクト」

「エキユメニカル」
「聖書学習」「海外交

流」「定期的な会議」
「青年活動への評価」と

いう14のカテゴリーに集約され
た。まずは、

各カテゴリーの具体的な内容
を記述する。次節では、

パ~ソ ンズの社会的行為に関する理

論の枠組みを用い、それぞれ
の活動がどのような動機や日標

によつてなされた行為な
のか

とぃぅことに着目しながら、諸活
動の性質に言及する。

(1) 交流会

交流会は、教区内の青年同
士が交流する活動である。

教区は、広範囲に教会が分布
しているという面からも、

するといつことは、そぅ簡単
なことではない。教区内に多

くの青年がいれば、教区を
地区

ごとに分けて交流会を開くこと
ができるだろうが、少人数し

かいなければそれも困難にな

東京、大阪、沖縄教区を除
いた 8

教区に広がる青年が集まり交
流を



る。単独のプログラ
ムとして行われるこ

グラムと複合して開かれる
ことが多い。

れていた0

ともあるが、多くの場合
は他の要素を含んだ

プロ

第 29号 (2007,11)に は
このような記事が掲載さ

神戸教区 青年交流会 広島キヤ
ンプ報告 “ONE STEP FORWA_RD"

10月 12日 ～14日 に広島
で行われた青年交流会に参

加してきました。私はお隣
の島

根県に住んでいるのでた
まに友達と遊びに行つたり、

小学生の時も修学旅行
が広島だ

ったり、私にとつてはとつ
ても身近でよく知つている県

でした0〔中略〕
「広島に来て

原爆について感じた
コトを人に伝えるコト、伝えな

くてはいけない
コト」0私はまずも

っと広島の原爆について知り、考
え、それを人に伝えて行

こうと思いました。

この記事に書かれた神戸教区
の活動は、広島で原爆や平和

について学び、交流を深める

とぃう内容である。このように、交
流会の手段として平和学習

を企画する場合もあれば、

他の目的や目標のために交流会
を開催することもある。

(2)信 仰のつどい

黙想会や、修養会といつた
プログラムがこの活動にあたる。

同じキリス ト教の信仰をも

つ青年が集まつて祈ることで、個
々人が精神的な安らぎを得る

ことが目的であると考えら

れる。集団となつて祈り
のときをもつことによつて、仲間同

士の連帯も深まるのかもしれ

ない。宗教的な集団特有の活動
といえる。

(3) 学習会

教区、教会またはそれらを横断
したグループが取り組んでいる社

会問題に関連するテー

マについての学習会である。内容は、
歴史教科書の改訂問題のよう

な教育に関するものや、

在日韓国・朝鮮人、在日外国
人、セクシヤルマイノリテイ

ヘの差別といつた問題が含まれ

ている。なお、戦争や平和に関す
る学習会は、これらとは多少異

なつた位置づけで行われ

ている傾向が各教区ともあるた
め、独立したカテゴリーとし

て設けている。 (項 目 (6)を

参照)学習会は、キリス ト教会がもつ中心的
な役害Jである礼拝機能と

いう以外に、キリス

ト教精神に基づいて社会に働き
かけを行うという役割を担うう

えで、その最初の段階の活

動である。学習会の内容によ
つて、各教区が興味

。関心をもつて取り組んで
いる社会問題

が明らかになる。その際に、各教
区 。教会がある地域に存在す

る背景によつて取り組む社

会問題の内容が規定されて
いるという、教区

0教会と地域社会との関連
J性にも目を向けな
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ければならない。積極
的に取り組む教区が、他

教区よりも社会問題
に対して熱心である

と

は、必ずしも語ることは
できない。

(4) キヤンプ

キリス ト教会では、子ども
を対象としたキヤンプ

が盛んに行われてきた
という歴史があ

る。日本全国で多く
のキヤンプ場を運営して

いる財団法人 YMCA同盟も、キリ
ス ト教精

神を基盤として設立され
た組織である。キリ

ス ト教会でキヤンプが行わ
れるのには、全て

の教区・教会に共通するも
のではおよそ二つの理由が考

えられる。まず、教育的
な目的の

もとに行われる場合である。
子どもを対象としたキヤ

ンプには必ずといつてい
いほどヽこ

の要素があるだろう。ただ
し、他の宗教が関連しな

い団体のキヤンプと異な
るのは、教育

の中に幾分かキリス ト教を土台
とした宗教教育という意味合

いを含んでいる点である。
2

つ目は、子ども世代に自分た
ちの信仰を伝えるという理由

である。それぞれの度合
いは、

教会や教区の主催者のキヤ
ンプにおいて重点をどこにおく

のかといつたことによつて、差

異が生じるところではある
が、このどちらかの要素がま

つたく存在しないキヤンプはお
そ

らくないだろう。そのキヤ
ンプが、どの年齢層の子どもを対象

としたものかによつても目

標や目的が変わつてくる。

また、子どもを対象としたも
のではなく、参カロ者が青年のみ

キヤンプもわずかに行われ

ている。このキヤンプは、自分た
ちの信仰を深めるためや、仲間

との交流をもつために行

われる場合や、娯楽目的で行われ
る場合が考えられるが、教区

内で実施されるキヤンプで

娯楽目的のみで開かれるも
のは存在しないといつていいだろう

。娯楽目的というのは個人

単位の目的としては十分にあ
り得るだろうが、集団として

の統一した目的にはなり得な
い。

(5) 娯楽

スポーツ大会や、ゴス
ペルを歌うといつたような楽しむ

こと自体が目的の大部分を占め

ている活動である。一方、娯楽を通
して教区や他教区の青年と交流

を深めるといつた狙い

があって開かれることもある。

(6) 平和学習

主に、広島、長崎、沖縄
への宿泊を伴う研修プログラ

ムが各教区で行われている。宿泊

を伴わずに、講師を呼んで行
われる場合や、青年のみで沖縄

の米軍基地問題や憲法九条に

関する問題などについて学習
会が開かれることもある。と

りわけ、戦争によつて甚大な被

害を受けた地域を含んで
いる教区では、平和な社会を作り

上げるための活動を教区
・教会

の使命的役害1と捉えていると
いうこともあり、積極的に行

われている。とくに、沖縄 (沖
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縄教区)、 長崎 (九州教
区)、 広島 (神戸教区)で活発

に行われている。

(7) ボランテイア活動

ボランテイアとは、さまざ
まな福祉活動に無報酬

で自主的自発的に参加す
る人のことを

指す。(社会学事典 1994)日
本聖公会には関連する特

別養護老人ホームや児
童擁護施設な

どの社会福祉施設があり、
それらの施設がボランテイ

ア活動の場となつている
ことが多い。

宿泊を伴う研修の中に
ボランテイア活動がプ

ログラムとして組み込まれ
ている場合もある。

(8) 他教区合同プログラム

複数の教区によつて行われ
る活動である。その形態に

は、いくつかのパタ
~ンがある。

一つ目は、中心となつて企画す
る教区と部分的に協力をす

る教区 (場所の提供など)と に

分かれる場合。二つ目は、
ひとつの教区が全て企画し他

の教区に対して参加を呼び
かける

場合。三つ目は、複数の教区
の青年が集まつて、す

べての計画を行う場合である。最
も多

いのは~つ目のケースであり、三つ目に関
してはほとんど見られなか

つた。

(9) 広報紙 口青年委員会・青年プ
ロジエク ト

この活動は、教区内での青年活動
に関する情報を主とした広報紙

。機関紙の発行、教区

独自に設けられた青年委員会に関
連する活動、青年と教区が連携

し合って行われる中長期

的活動である青年プロジ
エクトのことを指す。これら

の活動に共通する点は、教区
からの

財政面でのバックアツプが必要
であるということである。広報紙

の発行には教区のいくら

かの財政負担を必要とするし、青年
委員会や、青年プロジ

エクトの計画が教区としての正

式な活動として扱われるのであれ
ば、それらの用途専用の予算を設

ける必要も発生する。

予算の計上には、教区の予算委員
会で決議されなければならな

い。青年活動に対する各教

区の姿勢とともに、各教区
の財政状況とも関連した内容

であると考えられる。

(10) エキユメニカル

ェキュメニカルな運動とは
エキユメニズム (ecumenism)に基

づく運動であり直接的に

は教会一致促進運動のことをさす。
本論文においては、他宗派や他

教派との協力した活動

を示す。エキユメニカルな活動
の活発さは、各教区の活動方針

を示す指標ともなりうるだ

ろう。また、一方で、
エキユメニカルな活動をすることに

よる意味を何に見出している
の

かとぃった点にも注目しなければ
ならない。各教区によつて、該当

する地域内での他宗派

の教勢や活動は様々であり、日本
聖公会の教区活動もそれら

の他宗派の影響を受ける可能

性は十分にある。エキユメ
ニカルな活動といつても、他宗派

からの積極的な呼びかけによ

ってなのか、日本聖公会からの呼び
かけによつて成されているのか

という点によつても、
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その意味合いが異なつてく
るだろう。

(11) 聖書学習

キリス ト教の信徒にと
つて、聖典である聖書に

ついて学習することは、
いわば信仰の原

点に返ることでもある。
聖書に対する理解を深

め、自分自身と教会や
キリス ト教との関係

を見つめなおしたいと
いう思いから行われる

ことが多いだろう。とりわ
け、近年では日本

聖公会にかぎらず日本
のキリス ト教団体では、青年

の教会離れという問題
が浮上している。

(キ リス ト新聞社から
「次世代の教会をゲンキにす

る応援マガジン」という
キヤツチヤコ

ピーで発行されている季刊雑誌『
MiniStry』 の 2009年夏号には

「青年をどうする?」 と

いう特集が組まれている。)そ
の中でも教会と関つている青

年たちから生まれる、聖書
に立

ち返ろうという思いが動機と
なつて企画されているのかも

しれない。

(12)海外交流

日本聖公会は、世界の連合組織
でもあるAnglican Communion(聖

公会)のひとつの管

区を成しているということも
あり (組織概要については 2‐

1を参照)、 日本以外の管区や教

区とのつながりから、海外
の交流が行われている。とくに、

各教区には外国の教区と姉妹

教区関係を結んでいる場合も
あり、交換留学が行われて

いる教区もある。海外交流は、
お

もに姉妹教区とのものが多
い。海外交流が行われている意

味については、各教区に与
えら

れた特有の地域的課題に取り組
むうえで、海外の教区との連携

の必要性を感じたからだと

推察される。例えば、中部教区
の名古屋学生青年センターでは、

「就学の機会が奪われてい

る在日フイリピン人の子ども
のための学校」である

「国際子ども学校」が運営され
ており、

フィリピン北中央教区と姉妹教区関
係を結んでいる。この提携は、

名古屋で生活している

多くの在日フイリピン人女性
の子どもの教育問題という地域的

課題に対応するためのも
の

である。海外交流は、青年個人
の意志というよりも、教区と

して計画している活動の枠組

みの中で行われている。

(13) 会議・準備会

青年が実施するプログラ
ムの会議や、実施が決まつている

プログラムの準備会のことで、

目的が明確になつていると
いう点がこの活動の特徴である。

会議や準備会の回数が多
いほ

ど、企画されたプログラムは充実
した内容となる。また、青年自身

による会議や準備会の

実施は、その教区でそれだけ青年
が主体となつて青年活動を行

つているということを示し

ている。
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(14)青年活動への評1面

ネットワ
~ク ニユ~スには、教区の青年活動が教区

委員会や教区の最高責任
者である主

教から一定の評価を得
たという内容の記事が

いくつか掲載されていた0件
数こそ少ないが、

この記事をネットワ
~ク ニユ~スに投稿する意図は、青年活動

は日本聖公会の○○教区
の

活動であるという認識
の明確化であり、他教区

へのアピ~ル行動である。青年のも
つ教区

への帰属意識を表しているとも
いえる。

3‐3 社会的行為としての諸活動

教区の青年活動を社会学的
に分析し、比較するために

は、各教区の青年活動ひ
とつひと

つを社会的行為として捉え直さ
なければならない。本節では、

行為の構造と、動機によ
つ

て分類される行為類型に
ついて先行研究に基づいて言及

したうえで、教区の活動内容
につ

いて図表を用いて説明する。

(1) 社会的行為の定義

行為とはなにか。『行為の総合
理論をめざして』では、行為

とは「規範に従ったエネルギ

ーを消費することによつて、状況
内の目的に達するように方向付

けられたもの」と定義さ

れている。 (ParsOns&ShilS 1951)行
為とは、社会学の研究対象を

説明するための説明

概念であるのに対し、社会的行
為とは社会学の研究対象であ

る。安田二郎は、社会的行為

を、「他者に影響を及ばし、か
つノあるいは他者から影響を受け

ている行為=行動」、または

簡潔に「社会的行為とは他者を客
体とする行為」と定義して

いる。この定義にある
「客体」

には、主観的に規定した状況
の要素のみでなく、客観的な要素

も意味しているものも含ま

れている。 (安田 1980)

また、行為とは多くの場合では何
らかの目標をもつている目標志向

的行為であると考え

られる。とりわけ、本論文で取
り上げたネットワーク

ニユ~ス に掲載されている日本聖公

会の教区青年活動はす
べて目標志向的行為であるため、本論

文での行為に関する言及は目

標志向的行為に限定する。

(2) 行為の構造

一つの目標志向的行為は、その目標を
達成するためには手段を必要

とし、その手段を必

要とするためには、さらに
1段低い手段を必要とする。 (安田

1980)この事実は、行為が

目標と手段による連鎖的な構造
から成っていることを示して

いる。日標と手段の連鎖構造

を図示すると図 7のようになる。
B、 C、 D、 Eはそれぞれ A、 B、 C、 Dに対

してノ1｀さい
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行為 (下位行為)であるといえる。 (安
田 1980)目 標の設定は、

1次 目標から始まつて下

位に及ぶが、目標の達成
は下位目標から順次上位

へさかのばつていくo

日標と手段の連鎖構造

0・ ・
を會 [

標     標
標      標標                      出典:安田二郎(1980)

図 5 日標と手段の連鎖構造

以上が、行為のもつ目標と手
段の連鎖構造という性質であ

る。しかし、実際に我
々がお

こなつている行為はこの連鎖構造
のみでは説明がつかない。それ

は、 1次 目標の達成のた

さらに2次 目標の達成のために複数
の 3次 目

めに複数の 2次 目標達成が必要となる場
合、

このときには、日標が下位になれば
なるほど、

標達成が必要である場合もある
からである。

枝分かれしていく0(図 8)その分枝構造と
上述の連鎖構造を含むことによ

つて行為の中

には目標と手段の (重層構造)が存在する
ようになる。 (安田 1980)

目標と手段の分子構造

A

図 6 目標と手段の分枝構造

行為のもつ重層的性質に焦点を
あてることによつて、それぞれ

の青年活動という行為が

比較的上位の目標のもとになされ
ているのか、それとも下位目標

のもとでなされているの

かとぃうことに論点を移すことができ
る。青年活動の目標・ 目的は青年

がその活動にどの

B2〔〔〔〔〔〔:::二

１
次
目
標

４
次
目
標
　
‐９８三田安血

（
出

３
次
目
標

２
次
目
標
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ょうな動機をもつて参加
しているのかということに

も関連する。動機づけは、
行為につい

て考察するうえでは極め
て重要なフアクタ

~である。行為とは、個人として
の行為者にと

って、あるいは集合体の場合
ならそれを構成する諸個人

にとつて、動機づけ上
の意義を有

している、行為者一状況体系
における一過程だから

である。 (ParSOns 1951)ま
た、動機

とは、欲求と義務が含まれる
が、本論文で考察する青年

活動の多くは義務的なも
のではな

いと仮定してもよいため、欲求
についてさらに細分化した議

論をしなくてはならな
い。10

(3) 道具的行為、表出的行為、道徳
的行為

パーソンズは、個人行為者の欲求性向
の体系には

「欲求充足」の側面と、
「指向の」側面

とぃぅ二つの側面があると論
じている。欲求充足の側面

とは、行為者と客体界と
の相互交

換の「内容」にかかわ
つており、つまりは行為者が客体界

との相互作用から
「何」を手に

入れ、その「代価」として何
を払うかということが重要に

なる。指向の側面は、行為者
の

客体界に対する関係の
「仕方」である。さらに、客体

が何であるか、またはそ
の客体の意

味について思考する際には、
「評価」という基準が加わる。評

価的側面は、す
べての具体的

な行為指向にみられる。(ParsOns 1974)こ
こで、それぞれ側面という言葉

を用いている

のは、実際の具体的行為には 3つの要素
が共通してみられるからであり、

行為の分類は、

それぞれの要素の相対的優位さ
によつて決定づけられるも

のだからである。

このような動機づけの分析によ
つて、行為を 3つの型に分類する

ことができる。指向の

側面が大きい、つまり与えられた
目標の到達に関して認矢目的信念

が優位を占める行為を(道

具的行為)。 欲求充足的な (カ
セクシス的)、 つまり表現記号が優位

を占める行為を (表出

的行為〉。評価の基準が優位を占
める行為である (道徳的行為)の 3つであ

る。 (ParSOns,

&Shils 1951)し かしながら、先にも述
べたように、この 3つの要素はす

べての具体的

行為に存在しているといえるた
め、具体的な行為を明確に分類す

ることはそう簡単なこと

ではない。

一つの行為でも、究極目標に近いも
のであれば道具的行為の側面が強く

なるが、遠い距

離にある行為であれば動機
づけのうちの道具的側面が弱くな

り、表出的行為となる場合も

あるからである。安田は、道具的側
面の動機づけが弱くなる原因

を次の 2つに集約してい

る。1つ 目は、日標一手段の連鎖が長く
なつて究極目標の達成

への適合性に確信がもてな

ぃとき。2つ 目は、したいあるいはしなけれ
ばならない他の行為が並列し

て存在するとき

である。 (安田 1980)

以上で説明した行為の重層構造
性と、パーソンズによつて理論

づけられた行為の類型に
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従つて、次では教区
の青年活動の特徴に迫り

たい。

(4) 各活動の行為的分類

上述した理論に基づいて、
14種類の活動を表出的行為、指

向性が強い道具的行為、
道具

的行為、道徳的行為の
4グループに分類した。以下

の 4分類を用いて、次節では教区
の比

較分析に移りたい。

① 表出的行為 (交流会、信仰の
つどい、娯楽、ボランテイ

ア活動、聖書学習)

これらは、表出的行為と考え
られる。交流会は、青年

の親交を深めるために開
かれる。

参加者にとつては、教区
の若者との交流を楽しむと

いう自己充足的側面が強
い。一方で、

中心となつて企画する者は、
違うプログラム

ヘの人的資源の発掘を目的と
して計画され

ている場合も考えられる。そ
のような企画者にとつては、交流

会は道具的行為として位

置づけられているだろうが、交
流会は究極的目標からは非常

に遠いため、中心人物にと

っても道具的な側面が弱まる要素
がある。また、企画者よりもそう

でない参加者の方が

数的に多いことを考えると、交
流会は表出的行為と捉えてよ

いだろう。

娯楽、ボランテイア活動、聖書学習
も同様である。これらは、参

加者の動機が、極め

て個人的なところに委ねられて
いる。

② 指向性が強い道具的行為 (キヤンプ、海外
交流、会議・準備会)

青年が主体となつて行われる子
ども対象のキヤンプは、プ

ログラムの会議、参加者の

募集、キヤンプ場の確保な
ど、いくつもの準備段階を経

て行われる。そこには、そ
の準

備段階において、キヤンプは
上位の目標に位置しており、

キヤンプの実行は究極目標
の

うちに入つてくる場合も考えられ
る。キヤンプの実行は、キヤ

ンプという行為において、

究極的な目標であると同時に、次
の世代への信仰の伝達とい

つた長期的な目標において

は手段として下位に位置して
いる行為でもある。

会議。準備会は、集まりとして明確
な目的が設定され、公表したう

えで開かれるため、

道具的行為であるといえる。海外交
流は、青年個人の思いだけでは

ほぼ不可能であり、

教区 。教会の協力を必要とする
ため、3章 2節で紹介した中部教区と

フイリピン中央教

区の交流というような場合にみら
れる、具体的な目標がなければ

行うことができない。

③ 道具的行為 (学習会、平和学習、他教区合
同プログラム、エキユメ

ニカル)

単発で、知的欲求のために開催さ
れる学習会は自己充足を目的

として開かれるので、

表出的行為といえるが、各教区
で開催される学習会の内容は、現

在日本社会に課せられ

た社会問題であることを踏まえれ
ば、その学習会は社会に対する

ソーシヤルアクシヨン
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という目標の下位に位置し
ている道具的行為である

と捉えることができる。
11平和学習

とぃう行為の究極目標には、
平和な社会の実現と

いう理想が存在しており、
学習会はそ

の下位行為である。ともに、
道具的行為として参加

している人が多い活動で
ある。

ェキュメニカルと他教区合同
プログラムに関してはヽ明確

な行為分類をすることに多

少の困難はあるが、
エキユメニカルという活動

の特4数については、道具
的要素が表出的

要素よりも多少勝つて
いえるかもしれない。それは、

近年のキリス ト教全体に流
れるエ

キュメニカル・ムーブメント
の中で、諸教派とも将来的

には教派を超えた連携と共存
を

目指している初段階である
という背景によるものである。

各教区で行われている
エキユ

メニカルな活動が、そのよう
な将来展望のもとでなされ

ていれば、それは道具的行為
と

いえる。また、日本聖公会が教区
としての独立性が非常に強

いという特4数をもつた教派

であることを考慮すれば、教区合
同プログラムにも共通した意

味合いが含まれると想定

できる。

④ 道徳的行為 (広報紙・青年委員会
・青年プロジエク ト、青年活動

への評価)

教区の強力な支援と、承認
のもとでおこなわれるこれら

の活動は、広報するという目

標のための広報紙の発行、青年
を組織する青年委員会、教区公認

の活動として行われる

青年プロジエクトという道具
的側面に加え、対外的なも

のの評価を強く意識する評価的

要素もある程度の割合を占め
ている。広報誌によつて青年

の活動を幅広い範囲に知らせ

ることは、教区内や教区外から
の何らかの評価を得ることに関連

するし、行為の段階に

評価されることが十分に想定
されるからである。青年委員会

・青年プロジエクトも、表

面に○○教区という看板が加
わるために、個人的な集団とし

て行う活動よりも評価の対

象として認識されやすくなる。青
年活動への評価に関しては、分類

が難しいところだが、

その内容をネットワーク
ニユ~スヘ寄稿する段階に、全教区からの評価対象

になるとい

ぅことか想像できるため、道徳
的行為と捉えることができる。

3-4 11教区の比較

ネットワークニユ
~ス の記事から、各諸活動の内容を表す要素

を抽出して集計した結果、

要素の総数は 890に及び、その内教区
が行つた活動に関するものは 632であ

つた。12そ

の要素の実数をグラフで比較した
ものが図 9、 値を具体的に記

したものが表 3である。こ

の図表に記されている値は、それ
ぞれが各内容における教区

の青年活動の「活発さ」の指

標として捉えることが可能
である。
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各教区 記事要素の値

151

要
素

の
値

神戸

□沖縄

口北関東

目北海道

団東北

目横浜

□九州

、東京

□中部

z大阪

□京都

□神戸

京都~大
阪

中部~東
京
九州

北関東

沖縄

図 7 各教区 記事要素の値

(「 日本聖公会全国青年ネット
ワークニユ

~ス」をもとに筆煮作成)

表311教区の活動内容

まずは、11教区全体の様相について述
べておきたい。注目す

べき点は、神戸、京都、

大阪、中部、東京教区の合計数はす
べての要素の約 69。9%を 占めるという事実

である。東

京教区を除いた他教区の値を見
てみると、隣接する神戸、京者5、 大

阪、中部教区から離れ

延
浜
目

~~~  
区

占 吉 :中部 |

十腑 I・章却 l神戸 ||活動内容別合離
lし澪已涎 ・東 浜

７〇

一
６７

内

1容

父 流 電

信仰の熟 ヒ

1

４９

一
３６

半 利 7百
1 1

~  
他:

広報縫:童 軍委員会 : 千年プロジエクL
‐９

一
‐７1 1

1

1

海外墟 1

1

０

一
‐９

０

一
２０

０

一
２０

1

」而フ l士
日
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た距離にある教区ほど、値が小さくな
つていることがわかる。一方で、東京教区

のみがそ

の傾向に反して活発な青年活動が行われ
ている。この点に関しては、本節の (1)で説明

を加えるものとする。日本聖公会 11教区では、神戸、
京都、大阪、中部教区から遠い距

離に位置する教区ほど、青年活動が不活発
になつている。さらに、神戸、京都、大

阪教区

の中心となつている主教座聖堂の位置ま
で含めば、その分布は関西と中心

とした広がりを

もつているといえる。 (図 10)

くノ
ヽ 、 __

ヽ

図 8 青年活動の分布 (筆者作成)

以上の全体的な分布を把握 した う
えで、以下では細かい内容につ

いて触れていく。
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(1)信 徒数、信徒の割合と青年活動

教区の青年活動を構成するうえで、最
も重要な要素とは、活動の主体を担

つている青年

である。そもそも、青年がいなければ青年
活動は起こりえないのである。まず、

ここでは

教区の信徒数や教区内の人口に対す
る信徒の割合と、青年活動の活発さ

の関連性に焦点を

当てる。表 4は信徒総数、1教会あたり
の信徒数、信徒率、記事の合計数と、表

出的行為、

指向性の強い道具的行為、道具的行為
、道徳的行為について、値の高

いものを上位から並

べたものである。11教区の青年活動が、関西
地方を中心として同心円状の広がり

をみせて

いることは先に述べたことであるが、東京
のみがやや例外的に関東でありながら青

年活動

が活発であつた0その理由は、この表から説明
ができる。

動内容Ω上

※信徒

(「国勢調査 (2005)」 ,「キリ
スト教年鑑2009」

「日本聖公会全国青年ネットワーク
ニ
´
上―ス」をもとに筆者作成)

東京教区の青年活動に言及するときに
は、11教区で最も信徒数の規模が大きいと

いう

特徴を前提としなければならな
い。表 4に よれば信徒総数、1教会あたり

の信徒数、人口

に対する信徒率の 3つの項目において、他
の教区よりも抜きん出ていることが分

かる。こ

の圧倒的な信徒規模であれば、それだけ青
年活動に重要な要素である青年と

いう人的資源

も豊富であると考えられるため、記事
の合計数も 11教区で最も多くなるのが必然的

であ

ると思われるが、実際は神戸、京都、大阪、
中部に次いで 4番 目の値しか示していな

い。

この事実は、上述した関西地方を中心とした同
心円上の分布という法則をより強化す

るも

のになる。さらに、我々が安直に想定しがち
な、信徒が多ければ活動はより活発に展開

さ

れるという関係は、実際には成立して
いないことがわかる。

(2)教 区の財政と青年活動

表 4か らは、東京教区がもつ他の特徴も伺う
ことができる。それは、

「広報紙 。青年委

員会 0青年プロジエクト」の値が他教区
の同活動に比べて、大きいという

ことである。3‐ 2

」ヒ■ 11彗 rF・年獅 信 待 菫 ル活

合計数 表出的行為
詣 向性の強い

道具的行社
道具的行為 道徳的行為
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力1州 2025 九射 96.4 神戸

T沖縄 1 3
数区にi

東Jヒ 北海道

沖縄 1413 頂 1ヒ 91.7 :九‐州| 0.015% 沖縄
当す ス 駅l首府県の人口に対する信徒

の割合
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で述べたように、この活動の特質は教区
の金銭的な支援が必要なことであ

る。1教会あた

りの信徒数が、教区の財政状況に直接
的な影響を与える要素である

こと、その水準におい

て東京教区が 11教区で最も高い
ことは 2‐ 2で説明した通りである。もちろ

ん、財政面に余

裕のある教区が青年活動に対し
て、必ずしも積極的な投資をし

ているわけではない。同様

に 1教会あたりの信徒数が多い横浜教区
ではそのような現象が見られな

い。しかしながら、

教区に財政的な余裕があれば、青
年が主体となつて計画された活

動に、予算がつきやすく

なるのは言うまでもない。青年活動
には、金銭的支援という

ハ~ドな面によつても支えら

れているという
~面が存在するのである。

(3) 活動の活発さと行為類型

ここでは、教区の青年活動の活発さの度合
いと 3‐3(4)で分類した行為類型との関係

を見ることによつて、活発な教区、
不活発な教区の青年活動の傾向に

ついて考察する。図

11は、表 4に基づいて分類したグループにお
ける行為類型の害1合を表したも

のである。

記事が少ない教区  中間の教区  記事が多い教区   
合計

(「全国青年ネットワ→ ニユース」より筆者作
成)

図 11 記事数による分類 したグループの行為類
型

多くの記事が掲載されている教区
では表出的行為が 6割を占めているが、記事

の少ない

教区と中間の教区は、4割程度に収まつて
いるこその分、指向性の強い道具的行為

と道具

的行為の割合が多いが、道徳的行為は
1つ もない。この比較から読み取れる

ことは、青年

活動が盛んな教区では表出的行為が極
めて高い割合を占めるということである。

しかし、

活発さと比例して害1合が増えるわけ
ではなく、青年活動がそれほど活発では

ないが不活発

でもない中間のグループと青年活動が活発
なグループの間にその境界線のようなも

のがあ

■道徳的行為

□道具的行為

□指向性の強い

道具的行為

圏表出的行為

記事の数と行為類型の割合
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る。

一方、道徳的行為は青年活動の活発さ
に比例してその害1合が増す。活動が活発

になれば、

それだけ周囲からの目にさらされる機
会が増え、評価の対象となりやす

くなるという点か

ら説明できる。

(4) 沖縄、九州教区の平和学習

図 12は、教区ごとの行為類型の害1合を
グラフ化したものである。

■道徳的行為

□道具的行為

□
橿興幣客電

い

z表出的行為

北関東北海道 東北
(筆者作成)

図 9 教区の行為類型害1合

全教区の割合を見てもわかるように、
ほとんどの教区において表出的行為

の占める害J合

が高くなつている。そのうちで、沖縄
と九州教区が他の 9教区に比

べて表出的行為害J合が

低く、[指向性の強い道具的行為
+道具的行為]割合が高いことに注目した

い。沖縄ではそ

の合計は約 8割、九州教区においても約 7割を占
めており、そのうちの 3割以上 (15の

うち 5)、 5割以上 (33の うち 17)が
「平和学習」である。沖縄教区と

九州教区が平和学

習に対して積極的に取り組んで
いるのは、それぞれの地域的な要因が深

く関連している。

沖縄県は、太平洋戦争時、日本で唯
一の地上戦が行われた場所であり、集団自

決に関する

教科書検定問題や、在日米軍基地問題
など未解決な問題が山積しており、沖縄

教区の平和

学習はそういつた内容について行われ
ている。九州教区には、被爆地である長崎

県が含ま

れており、教区では長崎での泊まり込み
の研修が年 2回開かれている。

沖縄、九州教区で平和学習が頻繁に開
かれているのは、教区内地域が抱え

る地域的課題

各教区 行為類型の割合
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によつて目標が与えられているからである。

(5) キヤンプが活発な教区

指向性が強い道具的行為の中で、最も割合
の高い活動である

「キヤンプ」がどのような

教区で活発に行われているかを見て
いこう。キヤンプは、

~度開催すると毎年の恒例行事

となる可能性が高い活動である。なぜなら、参
加した子供は対象となる学年

0年齢を超え

ない限り翌年もリピーターとしての参加
が望めるからである。ここでは、キヤ

ンプがどの

ような要因によつて道具的行為の条件
である上位の目標を与えられるのかに

ついて、教区

内にいる潜在的なキャンプに参加する可能性
がある子供の人数との関係に焦点をあ

てて分

析する。表 5はキヤンプに関する記事
の数と、教区の教会学校ひと

つあたりに在籍する子

どもの数 (教区内の総在籍数を教会学校数
で害1つた数値)を 1教会の平均信徒数で害1った

値をそれぞれ値の高いものから並
べたものである。13この値は、教区内

の信徒に対する子

どもの割合を表したものになる。キヤ
ンプの参加者になる可能`性高い子どもを、教

会に所

属する信徒の子ども、教会学校に通う
子ども、地域の子どもという順に仮定

したうえでの

比較である。

表5キ

ロ ークニユース」

をもとに筆者作成)

この表によれば、キヤンプの記事数が多
い上位 5教区のうち、神戸、東北、京都は教

区

内の子どもの害J合においても上位 5つのうち
に入つている。このことから、多く

の子ども

が在籍している教区では、キヤンプが活発
に行われていることがわかる。こ

の関係を、キ

ャンプの道具的行為という性質から捉
えたならば、次のような説明が可能であ

る。キヤン

プを企画・実行する青年たちの動機とな
つている目標の達成という欲求は、キヤ

ンプに参

日

ｒ
キ リ

/1教会の信徒数キャンプの記事
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加する可能性が高い子どもたちが数多
く存在し、さらに上位の目標が与

えられることによ

って発生する。キヤンプに限らず、教区
で道具的行為的な活動がなされるとき

には、前項

の平和学習についても述
べたように、活動主体である青年に何ら

かの上位目標を与える客

体が必要なのである。

2 青年活動が引き起 こされ る要因

前章では、教区の具体的な活動に
ついて詳しく見てきたO~見すると、キリス ト教会に

おける青年活動とは、主体とな
つている人間の内的なものから湧き出

てくる動機によつて

自発的に行われていると捉えられ
がちであるが、実際には、動機は客体

との相互作用によ

って引き出されているものである。そ
の動機によつて、青年活動は

「引き起こされている」

という表現が、社会学的な観点から見た場
合には適切といえるかもしれな

い。本章では、

これまで積み重ねてきた具体的な活動を概
念化したうえで、青年たちから青年

活動を引き

起こしている、内的に存在する動機に密接
に関連していると思われる要因に

ついて、重要

なものは以下の 2つに集約された。

4-1 客体から付与される目標

行為の動機を促すうえで、客体から
の働きかけという要因は極めて大き

なものである。

前節で観察したキヤンプ、平和学習や中
部教区のフイリピン北中央教区と

の姉妹協定とい

った道具的な側面が強い行為には、強
い目標志向性が見られる。道具的行為

としての活動

が活発な教区には、必ずその目標と密接
に関連した外的な要因が存在して

いた。参加する

子どもが集まるかわからない中で、キヤ
ンプの計画を進めたならば、キヤンプをす

るとい

う目標に対する志向性は弱まる。行為
は「何か」を得るために何らか

の「代価」を支払う

ということであるため (Parsons 1951)、 客
体から期待する

「何か」が得られる可育旨性を

低下させる他の要因が加われば (先
のキャンプのケースでは、

「子どもの参加する見込みの

少なさ」である)、 日標志向性は低下
し、その行為からは道具的4111面が薄れ、

表出的な側面

が強まるか場合によつては行為の中断に
至ってしまうのである。キヤンプは、子

どもが少

ない教区でも行われていた行為ではある
が、回数を重ねて毎年の恒例行事にま

で発展させ

るためには、キヤンプという目標に対す
る志向を阻害する要因が少ないと

いう状況が必要

である。
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ここでは、日標とは客体から付与されるも
のであるということを強調しているが、

それ

は客体からの一方的な刺激のみによ
つて目標が与えられるということではな

い。客体から

の働きかけは、個人に内面化され、そ
こからパーソナリテイの欲求性向が引き起

こされる。

しかし、筆者は客体によつて目標を与えられ
るという点について、強調しても

し過ぎるこ

とはないと認識しているため、あえて
「目標は客体から付与される」と言

い切るという立

場をとつている。

4‐2 集団の膨張にともなう表出的行為の増加

前章でのネットワークニユ
~ス の活動数の比較により、その値が大きい教区

の活動にお

ける表出的行為の割合が高いことに
ついては述べた。活動数が多いという

ことは、すなわ

ち活動主体となつている集団の規模が大
きくなつていることを示して

いる。この集団の膨

張に、なぜ表出的行為の増加が伴う
のか。

表出的行為に分類された、信仰
のつどい、聖書学習、ボランテイア活動は行

為としての

欲求充足の側面を有しているとともに、
キリス ト教会としての象徴的行為と

いう側面もあ

る。表出的行為とは、欲求充足の様式
のうえで成り立っているが、他者に対

しては自我の

態度がどうであるかに関する他者
へのサインなのである。 (ParsOns 1951)表 出

的行為の

もつ他者への象徴的意義に着目すれば、
そこに行為としての評価的側面が確認

されるよう

になる。さらには、ここには小さくとも道具
的側面も存在しているのである。

この表出的

指向、道具的指向、評価的指向
の 3つの指向が入手可能な場合には、行為者は価値

という

基準をもつて選択を迫られるようになる。

道徳的行為とは、行為者の価値によ
つて選ばれている場合が想定しやす

い。東京教区に

ぉぃて、道徳的行為が他教区より多か
つたのは、東京教区の信徒的規模の大き

さから説明

できる。集団が膨張すれば、ひと
つの状況の中で指向の選択という作業

が求められるから

である。また、集団に所属する個人
の数が増えれば、客体が集団に及

ぼす刺激が多くの個

人に分散されるために、個人に対し
ては強い目標の付与が行われないと

いうことも考えら

れる。このように、集団の膨張に伴
い、社会的要因が個人に及ぼす影響力

が現象されてい

くので、個人の行為は欲求充足指向が強調
された表出的行為、もしくは評価的指向

が動機

となつている道徳的行為になりやす
いのである。
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3 結論

ここで、もう一度、本論文の目
的に振り返つて、最終的に得

られた結論についてまと
め

ておこう。

本論文の目的は、一般的に
は宗教的な思想や信仰

の実践という言葉で片付け
られてしま

ぅことが多い宗教的な集団
をフラットな視線から捉え

なおし、自己と他者や環境
をも含む

客体との相互作用に着目す
るという社会学的な視点に

立つて、分析することであ
つた。

分析と考察の結果、行為
のきつかけとなる動機づけが、

様々な客体との相互作用
によつ

て形成され、その後も常に変化
し続けているものであると

いう理論が、日本聖公会
の 11

教区での青年活動にも適用さ
れるということが明らかに

なつた。また、それぞれ
の教区が

他の教区とは異なつた特有
の背景や条件のもとに成立

し、その中で活動している
という実

態も浮き彫りとなつた。キリ
ス ト教会 (広義の意味)での多岐に渡る活

動が、パーソンズ

の表種的行為、道具的行為、道徳
的行為という行為の側面的要素

に基づいた理論的枠組み

を用いれば、分類が可能であり、
各活動が内包する意味合

いについて伺い知ることもでき

るということである。その
一方で、行為の類型を明確に区別

・分類することは極めて困難

な作業であることも事実である。
行為には、必ず 3種類の指向基

づいた行為的側面が存在

しており、それは密接に関連しあ
つているからである。行為とは、日標

と手段の連鎖構造、

日標と手段の分枝構造とが重な
り合つて重層的な構造をと

いう性質がゆえに、その関連性

を断ち切ることは不可能である。

本研究では、宗教的集団内で
の行為を、信仰というある種宗教

的活動を支えている重要

なフアクタ
~を無視するかたちで進めた。教会活動に対

して、社会学の視点に基づいて、

客観的な分析と考察を行
つた点で、本研究は意義のあるも

のであつたと思う。

今後の諸研究では、本研究
のようなスタンスに加えて、主体

となつている個人に客体に

よる目標の付与と本人の信仰がど
のような結びつきを成している

のかという点にも触れて

ぃただければ、宗教的行為を引き起
こす新しい要因の発見に

つながるだろう。

[注 ]
1宗教団体および宗教法人の信者総数

の内訳は、神道系 106,817,669人、仏教
系89,177,769

人、キリス ト教系 3,032,239人 、
諸教系 9,817,752人である。

2青年とは一般的に 14、 5歳から 24、 5の男女
のことをさす。しかし、日本聖公会

では特
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に青年に関する年齢や性別
などの規定が存在するわけ

でないので、青年であると
いう事実

は本人の自党に委ねられる。
本論文では、青年とし

て自党たうえで行つて
いる活動、もし

くは周囲から青年による活動
と認知されているものを青年

活動と呼ぶ。

3日 本聖公会では、信者のことを
一般的に信徒と表現するた

め、本論文でもこの信徒
とい

う用語を用いる。日本聖
公会では、受洗すると同時

に教会での籍 (教籍)を得る
ことにな

り、教籍をもつ人のことを信徒
としてカウントしている。聖

公会には、洗ネLと 堅信と
いう

儀式があり、堅信とは本人
のキリス ト教に対する信仰を表明

する意味をもつ儀式で、本
人

の意思によつてでしか行う
ことはできない。また、日本聖

公会は幼児期に受ける洗ネ
L(幼

児洗ネL)を採用している。
4聖公会の聖職とは、主に主教、司祭 (牧

師)の ことであるが、司祭にな
るためには最低

でも 2年間の執事という役職
の期間が必要とされている。

ここでは、司祭と執事に加え、

伝道師、退職後も常勤も
しくは非常勤で勤務している退

職司祭も含めて教師と分類
する。

5日 本聖公会は、毎日曜日の主日礼
拝で聖餐式と呼ばれる儀

式をおこなう。聖餐 (陪餐)

とは、聖書に描かれているイ
エス ギリス トの死と復活を記念す

るための儀式のことであ

り、日本聖公会では主教と司祭
しか執り行うことができな

い。(近年では、司祭不足
という

現状によつて、聖餐式が行
われない主日もある)

6教区では、司祭や執事のほかに退職司祭
や聖職候補生が勤務して

いることがある。ここ

では、司祭不足という状況を補う
ために非常勤で主に聖餐式

の執行を担当している立場
で

ある退職司祭と、まだ聖職と
いう役職を認められていな

い聖職候補生は除いたO

72009年時点で、日本聖公会には聖公会神学院
(東京都世田谷区)と ウイリ

アムス神学館

(京都市上京区)が聖職者養成機関
としての役害1を担つている。

81887年に、日本聖公会第 1回総会が開かれ、
日本聖公会が組織として成

立する以前に大

阪や京都で活発な宣教活動が
なされていたことが『宣教事始

め』 (日 本聖公会京都教区

2009)に詳述されている。
9創刊に至るまで(1992年 10月 に創刊準

備号、1993年 10月 には創刊準
備第 2号が発行

されている。
10青年活動が欲求充足のために

のみ行われているわけではなく、
そこに義務的な要素も含

まれていることも事実であろう。
しかし、日本聖公会では信徒に対

して罰則規定がある義

務づけられた行為は実質的に
は存在しない。青年の中に、諸

活動に対する義務的な思
いが

発生していることもあるだろう
が、その義務的な心という

のは行為の構造という枠組み
で

捉えるならば、日標に対する指
向という欲求充足の過程に生

じる極めて心理的な現象であ

る。
11ソーシャル・アクシヨンとは社会福祉

活動の一つの形態を示す用語
であるが、社会に対

する積極的な働きかけと
いう意味合いを含ますために

ここではこの言葉を用いた。

12632以外の 257の値は、管区全体と名古屋学
生青年センターの活動によるも

のであり、

本研究の分析対象からは除外
している。

13教会学校とは、キリス ト教会で、幼児
から主として青少年までを対象に行

われる信仰教

育の総称である。日曜日
の礼拝やミサの前後に開かれる

ことが多いため日曜学校とも呼ば

れるが、日曜日に限定されるも
のではない。 (片山はるひ 2002)
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